
FRESH  

First-line REgional bed-control System for public Health



FRESH概要

Google SpreadSheetに各病院が現在のベッド状況を入力す

ることで、地域全体の重症度別入院患者数、空床数一覧表と

患者推移のグラフを作成するシステム

一覧表により新規感染者や傷病者の搬送先を決定し、また患

者数の推移グラフにより今後の病床拡充、縮小などの計画を

立てることに寄与する

Google Apps Script によりほとんどの工程を自動化



「Goシート」

・各病院の情報入力

・リアルタイムの一覧表閲覧

・即応可能数の反映

・輪番表の共有

「グラフ版」

・定点の確定データを集計

・解析項目毎にグラフ化

・長期的な記録保存用

・推移より戦略立案
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Goシート

FRESHの目玉機能
入力しやすく、見やすいダッシュボード



Goシートの基本構造
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FRESHシート
（入院調整者用）
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Goシートのコンセプト



Goシート
入力シート
各病院の入院患者の
重症度や要介護の
有無を入力可能

※福岡県では
酸素投与〜NHF〜
NPPVを中等症として
数えている



Goシート
一覧表

各病院の入院患者の
重症度や要介護の
有無が一覧可能



Goシート
輪番表

輪番対応病院の
受け入れ可能残数な
どを共有可能



受入可能数が一覧可能であり、これをもとに調整本部や保健所が入院調整を行う

現在（今年5月〜）



日報機能 

その日の情報を含めた最近のデータをグラフ化 
Google Apps Scriptで自動作成 
毎日病院へ定時に自動配信 



日報グラフ版

県全体の入院患者推移 県全体の重症者推移



医療圏別の入院患者推移



日報グラフ版
県発表のデータ



各病院ごとの戦略立案

入院患者が増えるに従い
空床を確保しながら、
患者を受け入れていった
（＝病床数を増やしていっ
た）



各病院ごとの戦略立案

入院患者が減るに従い

空床を確保しながら、
受け入れ病床数を減らして
いった＝一般入院可能

コロナ以外の救急医療や一般診療に過剰な影響を与えない病床管理が可能



FRESHおよびGoシート導入による効果

福岡県は、人口あたりの確保病床数が少ないと厚労省から指摘されていたが、FRESHお

よびGoシートにより、スムーズな入院調整が行えるようになった。

具体的には・・・

県庁、市役所、保健所スタッフは入院先を素早く探すことができるようになった。

救急隊は搬送先を探すためにあちこちに電話をかける必要がなくなった。

患者さんは、適切な病院へ、より早く入院することができるようになった。

医療機関のスタッフは、各病院の状況が可視化されることで、自分の病院だけが忙しいの

ではないかという負担感が払拭された。また、病院ごとの特徴を考慮した地域における役

割分担の意識が明確になった。



利用者の声

県や地域での入院患者推移を見ながら、

自施設の確保病床数を調整することがで

き、コロナ以外の一般診療への負担を最低

限にできた。(某病院長)

「自施設でクラスターが発生したときに、

空床のある施設に転院を依頼でき、数

時間で転院先を確保することができ

た。」（某病院長）

「リアルタイムの情報なので、入院を依頼

する際、一つの病院に過度な負担がかか

らないように配慮して病院を選ぶことがで

きた。」（某保健所長）

「数だけでなく色を見ることで入院患者

の重症化の推移を確認、予測ができ、

転院を依頼する際も転院先の負担を考

慮することができる。」（某病院感染症内

科部長）


